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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 黒澤　重子様～環境療養調整の為、南病棟へ転棟となっています。

· 板垣　富蔵様～環境療養調整の為、南病棟へ転棟となっています。

· 田中　清様～環境療養調整の為、南病棟へ転棟となっています。

· 榊　由蔵様～本日検査目的で市民病院に受信し、全身状態の悪化から、そのまま入院となり、

　　　　　　　　９時、退院となっています。家族へは連絡済みです。

· 本日措置で入院予定あります。そのため、個室の環境調整を行ないます。

· 板橋　将様～１０号室から１４号室へ

· 北山　幸博様～８号室から１０号室へ

＜隔離室使用の患者様＞

· 畑中　成夫様～主治医の指示にて１０分間の退室を３/７より実施していますが、突発的行動

や自傷行為はみられず、対応も落ち着いています。また、入浴もスムーズです。

昨日の採血の際も、宗教に基づく妄想もなく、落ち着いて対応しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

対面の場面を増やし、できていることや状態改善していることは評価していきましょう。退室の際は男性スタッフ付き添いで行い、他者が作業など行かれている時間帯を利用し、当面は刺激の少ない時間帯を利用していきましょう。

＜要注目患者様について＞

山口　喜一郎様～ここ数日落ち着きが無く、自己中心的な行動や、食事の盗食からのトラブルが目立ちます。スタッフ介入し、現在の状態について自己洞察を促すも、全く理解していない状態です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

今後も周囲を巻き込むようなトラブルや行動が目立つのであれば、環境調整として個室利用を考

えていく。

田中　辰子様～気分の高揚みられ、作業棟へ移動の際、「恐い」と何度も言われ、作業物品を勝手に持ち帰ろうとすることあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

気分の高揚が出現すると、不眠傾向となる場合が多いです。夜間の睡眠状態の観察と、介入時は

トーンを抑えた口調で刺激を避けてください。生活のリズムを整える援助も必要です。

＜接遇勉強会＞～今までの勉強会の復習（各自に質問しながら実施）
②接遇マナーの基本（身だしなみ）

１、身だしなみについて（説明）

　　～身だしなみは出会いにおけるファーストコンタクトである。お客様や職場の人達は、出会った瞬間に飛び込んでくる「身だしなみ」という情報で、その人の人格を印象つける。そして一度規定された印象はその真偽にかかわらず、なかなか変容しない。

1、 身だしなみの原則

～清潔である事

機能的である事

華美すぎない

※常に自分の身だしなみが仕事に適しているか自問する事が大切である。

2、 各自、身だしなみチェックを実施

～１０項目チェック（「はい」が多いほど良い）

清潔か？（髪、ひげ、口腔内、耳、手、襟や袖口、靴、靴下）

化粧は派手すぎないか？

爪は伸びていないか？

～各自に普段、身だしなみに気をつけている点を質問しています。全般に清潔な服装や爪がのびていないかに留意するという意見が多くありました。今後は自問自答しつつ、10項目を留意していくようにという意見で勉強会を終えています。







